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ある距離の偶然誤差だけを含む一群の測定値について，平均値が80.000ｍ，標準偏差が0.010ｍ

の結果を得た。測定値の分布が近似的に正規分布に従うと仮定した場合，測定値が80.005ｍと

80.010ｍの間になる確率は幾らか。最も近いものを次の1～5の中から選べ。ただし，必要に応じて

表5の正規分布表(上側確率)の値を使用すること。ここで，表中のZは平均値が 0，標準偏差が1

の標準正規分布における標準化変数である。 

なお、関数の値が必要な場合は、 巻末の関数表を使用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 15.0％ 

2. 15.9％ 

3. 22.7％ 

4. 30.9％ 

5. 46.7％ 

表5 正規分布表（上側確率） 


	解　答: 


